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サークルから消えた
一年生

1

廣谷泰斗・原田貴史・松本太郎・平川沙和・谷口渚

指導教員：甲斐田直子
TA:御手洗陽

2班

都市計画演習 最終発表
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その謎を解明するため我々はアマゾンの奥地へと向かった

そこで我々が目にしたものとは…

1

2

2

最終発表の流れ

背
景

目
的

提
言

本
調
査

予
備
調
査
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3

背景と目的

4

4
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サークル・部活は
学生生活の中心

背
景
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しかし、2020年は、、

COVID-19感染拡⼤

サークル・部活
の活動自粛

2年生

サークル・部活として新入
生が確保できない、、
新歓も手探り状態、、
団体の存続が危うい

1年生

友達ができない、、

所属するコミュニティ
ができない、、
日々孤独な生活

背
景

6
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7

コロナ時代における新しい新歓の形を探す

COVID-19感染拡⼤
サークル・部活
の活動自粛

緊急事態宣言

マスク着用

対面禁止
ソーシャルディスタンス

3密防止

これらを背景として…
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⽬的１

8

対面新歓とオンライン新歓の良さをいいとこどり！

対面新歓 オンライン新歓

目
的
目
的

8

⽬的２

9

体験、接触ができない中で
よく自分に合ったサークルを見つける方法はないか

1年生

サークル

サークル

サークル

サークル

サークルを知る

自分たちの雰囲気に合う

学生を見つける

目
的
目
的

9

⽬的３

10

大学はコロナ下のサークル新歓に対して
どのような対応を取ればいいのか

大学

1年生 サークル双方を結びつける働き

目
的
目
的
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予備調査

11

11

予備調査

①各団体の公式ＳＮＳを調査

③学生生活課学生支援チームにヒアリング

12

②各団体にヒアリング

予
備
調
査

12
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オンラインが主流

部活

体育会同好会

文化系&芸術系

一般団体

新歓をせずとも一定数加入。

積極的に勧誘。

積極的に勧誘。

積極的に勧誘。

予備調査
各団体の公式SNSの調査とサークル・課外活動団体へのヒアリング結果

13

・公式ツイッターによる情報発信

・zoomなどでのオンライン新歓
・こっそり行われた対面新歓

成功要因の予想

新歓結果から…

予
備
調
査

サークル新歓について

予
備
調
査

13

学生個人を守る対応

・大学はサークルに対して責任を取れない

・感染してしまった際の個人への誹謗中傷から守るために規制
・基本的には学生を応援

予備調査
大学へのヒアリング結果

14予
備
調
査

大学対応について

⽇時︓令和2年 11⽉5⽇ 午前9時〜
場所︓学⽣⽣活課事務室
ヒアリング担当︓廣⾕、松本

大学側とサークル側で思惑が

すれ違っていた

14

本調査

15

15

本調査-アンケート調査-

16

新歓の効果を検証 1年生対象アンケート

サークル新歓の実態を調査 部活・サークル対象アンケート

本
調
査

1年生との比較 2年生対象アンケート

16

1年生対象アンケート
実施目的 1年生間の加入率や課外活動への満足度の相違、

新歓形態の詳細を調査する

対象 筑波大生 1年生99名

有効回答数 99
方法 Microsoft Forms
実施日時 12/1～12/7
質問項⽬

部活やサークルに⼊っているかどうか 加⼊の決め⼿

加⼊した団体を知った時期、加⼊を決めた時期 加⼊のきっかけ

部活やサークルを知った媒体 課外活動の満⾜度、その変化

参加した新歓の形態、新歓の内容 など

17本
調
査

17

2年生対象アンケート

実施目的 2年生間の加入率や課外活動への満足度の相違、
新歓形態の詳細を調査する

対象 筑波大生 2年生57名

有効回答数 57
方法 Microsoft Forms
実施日時 12/1～12/7
質問項⽬

部活やサークルに⼊っているかどうか 加⼊の決め⼿

加⼊した団体を知った時期、加⼊を決めた時期 課外活動の満⾜度、またその変化

サークルや部活を知った媒体 課外活動の満⾜度、またその変化

過去にやめたサークルがあるか、またその理由 など

18本
調
査

18
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部活・サークル対象アンケート

19

実施目的 コロナ禍における部活・サークル活動の実態調査

対象 筑波大学の部活・サークル 43団体

有効回答数 42

方法 Microsoft Forms

実施日時 12/1～12/7

質問項⽬
対⾯活動再開時期 早期新歓の有無
新歓の内容 現在の活動状況
加⼊した1年⽣の数 新歓の回数

オンライン新歓の参加⼈数 など

本
調
査

19

結果・考察

20

20

21

1，2年生対象アンケート 部活・サークル対象アンケート

加入状況

加入のきっかけ・決め手

満足度

オンライン新歓の効果

加入者数

早期勧誘を行ったサークル

結
果
考
察

21

22

1，2年生対象アンケート 部活・サークル対象アンケート

加入状況

加入のきっかけ・決め手

満足度

オンライン新歓の効果

加入者数

早期勧誘を行ったサークル

結
果
考
察

22

１年生と２年生で部活・サークルの加入率を比較

1年生のサークル加入状況

入っている 入っていない 一度入ったが辞めた

2年生のサークル加入状況

入っている 入っていない 一度入ったが辞めた

加入率57％

加入率88％

未加入率43％

１年生が部活・サークルに入らなかった理由
「入る時期がわからなかったから」（25％）

「雰囲気が分からなかったから」（20％）
「課題が忙しかったから」（20％）

1年生はサークル選びに手間取っている

23結
果
考
察

23

加入した団体を知った時期

24

0

5

10

15

20

25

30

35

40

入学前 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

人
数
（
人
）

加入した団体を知った時期

1年生 2年生

4月の認知件数が少ない
⇓

能動的に動く必要性

1年生

4月の認知件数が多い
⇓

新歓祭での直接勧誘（対面）などにより
受動的でも認知可能

2年生

情報収集の難易度によって認知件数に差あり

結
果
考
察

24
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入部・入会を決めた時期

25
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45

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

人
数
（
人
）

入部・入会を決めた時期

1年生 2年生

各月で入会数はほぼ横ばい
特に4月（入学直後）と10月（活動再開期）

が多い

1年生

4月と5月に集中

2年生

対面新歓の存在が加入数に影響を及ぼしている

結
果
考
察

25

26

1，2年生対象アンケート 部活・サークル対象アンケート

加入状況

加入のきっかけ・決め手

満足度

オンライン新歓の効果

加入者数

早期勧誘を行ったサークル

結
果
考
察

26

27

きっかけの違い

活動内容が中心

1年生全体

雰囲気・人間関係が中心

2年生全体

コロナ期と例年でサークルの選び方が変わっている

ーコロナ期と例年の比較ー

1年生全体と2年生全体

結
果
考
察

27

28

きっかけの違い
1年生対面と1年生オンライン

雰囲気・人間関係が中心

対面

活動内容が中心

雰囲気のみで選んだ人はいなかった

オンライン

オンラインだと活動内容で選び、対面だと雰囲気で選ぶ人が多い

ー新歓方法による比較ー

結
果
考
察

28

加入を決めた1年生の決め手

雰囲気・人間関係を決め手として
選んでいる人が多い（69％）

対面新歓

活動内容に関することで
決めている人が多い（50％）

経験のある分野の団体に加入する
人が対面新歓に比べて多い。

オンライン新歓

対面とオンラインでサークルを選ぶ要因が異なる

対面新歓での加入の決め手

雰囲気系 人間関係系 活動内容系 経験 その他

オンライン新歓での加入の決め手

雰囲気系 人間関係系 活動内容系 経験 その他

29結
果
考
察

29

30

1，2年生対象アンケート 部活・サークル対象アンケート

加入状況

加入のきっかけ・決め手

満足度

オンライン新歓の効果

加入者数

早期勧誘を行ったサークル

結
果
考
察

30
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31

0% 20% 40% 60% 80% 10 0%

9月以前

10月以降

1年生の団体活動に対する満足度の変化

とても満足している ある程度満足している どちらともいえない

あまり満足していない 全く満足していない

団体活動に対する満足度の変化の検定

― カイ二乗検定 ― 1、2年生の9月以前と10月以降の満足度の変化を検定

1年生
カイ二乗値 ： χ²＝24.77
ｐ<0.01

2年生
カイ二乗値 ： χ²＝24.36
P<0.01

検定結果：

10月以降の満足度が向上している
＝活動の再開の効果？

0% 20% 40% 60% 80% 10 0%

9月以前

10月以降

２年生の団体活動に対する満足度の変化

とても満足している ある程度満足している どちらともいえない

あまり満足していない 全く満足していない

結
果
考
察

31

加入の決め手別満足度比較

活動内容だけよりも雰囲気・人
間関係と両方見て選んだ人の

ほうが満足度が高い

n=22
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n=29
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1年生全体 2年生全体

加入の決め手別満足度

活動内容系 雰囲気・人間関係系 どちらとも その他

32

2年生全体
「活動内容系」と「どちらとも」について

p=0.04<0.05

検定結果

結
果
考
察

32

1-2年生対象アンケート
で判明したこと

✔1年生は例年よりも部活・サークル加入率が低い

✔対面とオンラインで加入の決め手が異なる

✔活動内容だけでなく雰囲気を見ることも重要

33結
果
考
察

33

34

1，2年生対象アンケート 部活・サークル対象アンケート

加入状況

加入のきっかけ・決め手

満足度

オンライン新歓の効果

加入者数

早期勧誘を行ったサークル

結
果
考
察
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新
入
生
の
平
均
人
数
（
人
）

団体構成人数（人）

団体の構成人数と新入生加入数の関係

入った新入生の平均値 昨年度入った新入生の平均値

加入者は？

構成人数が多いサークル
ほど多くの新入生が加入

N=43

35

どのカテゴリも昨年度より人数が少ない。
↓

部活・サークル加入者数が減少

結
果
考
察

35

36

1，2年生対象アンケート 部活・サークル対象アンケート

加入状況

加入のきっかけ・決め手

満足度

オンライン新歓の効果

加入者数

早期勧誘を行ったサークル

結
果
考
察

36
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オンライン新歓の効果は？

相関係数＝0.521

P値 = 9.84・10!" < 0.05

正の相関があると言える

0

2

4

6

8

10

12

14

16

0 5 10 15 20 25 30 35

加
入
者
数

オンライン新歓参加者数

入会数/参加数 (n=20)

37

一定の効果が得られている

コロナ終息後も続けるべき

結
果
考
察

37

38

1，2年生対象アンケート 部活・サークル対象アンケート

加入状況

加入のきっかけ・決め手

満足度

オンライン新歓の効果

加入者数

早期勧誘を行ったサークル

結
果
考
察

38

早期勧誘を行ったサークル
は

アンケートでは上のグラフのような結果になったが、予備調査で行った部活・サークルへ
のヒアリングでは、もっと多くの団体が早期新歓を先駆けて行っていた。

→この時、きちんと感染対策などを行い、ルールを設けていたため感染者は出ていない

全団体が感染対策をしっかりして足並みをそろえて対面新歓を開始するべきである。

→公平性を保つため

39
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「10⽉1⽇以前」に対
⾯新歓を⾏った

「10⽉1⽇以前」に対
⾯新歓を⾏ってない

団
体
数
（
団
体
）

対⾯での早期勧誘を実施した団体数

サークル向けのアンケート結果に
よると、１０月１日以前に対面での
早期新歓を実施した団体は２団体

であった。

結
果
考
察

39

部活・サークル対象アンケート
で判明したこと
✔昨年度よりも少ないがオンライン中心の今年も

新入生は入っている

✔オンライン新歓は一定の効果がある

✔10月以前に対面で新歓していた団体は存在

したが、感染者は確認されていない

40結
果
考
察

40

提案

41

41

コロナ下における
新しい新歓方法に対する提案

42

①バーチャル筑波大学

②合同オンライン新歓

③対面新歓の規制緩和

オンライン新歓の拡大

オンラインでの情報提供

安全な対面新歓の推進

提
案

42
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バーチャル筑波大学

43

バーチャル東大
2020年度の東京大学のオープンキャンパスで、
バーチャル空間に東京大学のキャンパスを再現した
「バーチャル東大」を実施した。

https://www.u-tokyo.ac.jp/opendays/entry.html#virtual_UT

モデル作成：VRサークル所属の学部生3人
作成期間：１ヶ月半
使用アプリ：cluster

スマートフォンやPCなどからバーチャル
空間に集ってイベントに参加したり、友
達とコンテンツを楽しめるバーチャルSNS
（https://cluster.mu/）

cluster(クラスター)について

提
案

43

バーチャル筑波大学

44

・バーチャル空間に筑波大学を再現する

モデル作成：有志の筑波大生
使用アプリ：cluster
・部活やサークル団体を大学内にNPCとして配置
話しかけると団体紹介、新歓HPやSNSへのリンクを表示
この部分の内容は各サークルに作成を依頼

・例年の新歓祭に近いもの体験し、サークル全体の雰囲気を
感じる
・筑波大学の部活やサークルを知る

効果

提
案

44

合同オンライン新歓
様々な団体が集まって一度に多くの新入生相手に新歓を行う。

各団体は先に部屋を建てて待っている。

イベントの運営委員は各団体の新歓委員から招集

合同新歓の流れ

①イベント説明、各団体の短い紹介

②気になる団体の新歓に参加（前半）

③気になる団体の新歓に参加（後半）

45

提
案

45

対面新歓の規制緩和

46

・オンライン新歓にて連絡先を交換した人のみ対象に行う

・行動管理表の記入

新入生がいつどこのサークルの対面新歓に行ったのか記入

不特定多数が集まり、密になることを避けれる
サークル側で人数の調整が可能
本当に興味のある人のみに新歓を行うことができる

効果

感染者が出てしまった時に素早い感染経路確認が可能

提
案

46

47

新入生

・入ってみたい

・入ろうか迷っているので実際の
雰囲気を見てみたい

・暇ならまた参加したい

・入るサークルが決まっているが
何となく参加した

・とにかくいろいろな団体の新歓
に参加したい

オンライン新歓

次のオンライン新歓

コロナ対策
・行動履歴表の記入
・同時に参加する新入生人数の制限

対面新歓

新歓する側も

入る可能性のある

新入生が来るため

実施しやすい。

対面新歓の規制緩和提
案

47

入ってみたいサークル・部活の雰囲気を実際に体験する

コロナ下の新しい新歓

48

大学主催の全体新歓
・筑波大学のサークル・部活を知る

サークル主催の個別新歓
・サークル・部活の活動内容を知る

オンライン新歓

対面新歓

一年生とサークルがどちらも満足できるサークルに加入

提
案

48

https://cluster.mu/
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1年後
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